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評価委員意見

十分できている できている あまりできていない

○ 学校施設の整備に当たっては，防犯やバリアフリーなど，子ども達の安心・安全を確保できる
施設整備に今後とも取り組んでほしい。

総合評価

事業の評価

必要性（市民のニーズに変化はあるか）

Ａ

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか）

十分できている できている あまりできていない できていない

休止、廃止を検討する

横ばい 減少 かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）

できていない

増加

十分寄与する

判定説明及
び考察

　耐震診断により「倒壊の危険性がある」と診断された校舎２棟について，将来的に大竹中学校との隣接
型小中一貫校を見据えた配置に建て替えました。市民のニーズは相当高く，総合計画の目的実現に大き
く寄与したものと考えます。校舎設計については，ライフサイクルコスト節減の観点から設計されたもので，
太陽光発電及び地中熱利用換気システムを導入し，自然の日照・通風を取り入れるなど，今後の維持管
理費の節減に資するものです。

事業の方向性

さらに重点化する

現状のまま継続する

目的達成度（計画通りに目標を達成できたか）

見直しのうえ継続する

事業の縮小を検討する

概ね寄与する あまり寄与していない できていない

事業実績・成果
(指標)

名称 単位 21年度実績 22年度実績 23年度予定

建築主体，機械設備，電気設備工事 ％ 49.72 50.28 ―

総コスト 　 783,603 771,060 ―

人件費 (千円）

うち一般財源等 (千円） 46,541 81,897 ―事業コスト

区分 H21決算 H22決算 H23予算

事業費 (千円） 783,603 771,060 ―

事業目的
児童の学習の場として，豊かな人間性を育むための教育環境として重要な意義を持ち，かつ災害時
に地域住民の応急避難場所としての役割を持つ学校施設を改築するものです。

事業対象 大竹小学校

事業内容

耐震診断で「倒壊の危険性が高い」と診断された校舎(2棟)を将来的に大竹中学校との連携および小
中一貫校を見据えた配置に建替えします。
【20年度】　基本設計・実施設計
【21年度】　Ⅰ期工事（校舎２棟改築，外構工事）
【22年度】　Ⅱ期工事（校舎２棟改築，外構・解体工事）

事務事業名 大竹小学校改築事業
担当課名 総務学事課

担当係名 教育総務係


